
　最近、「働き方改革」とか「女性活躍推進」という言葉が新聞紙上を賑わせています。法改正がな
され、うちの会社も新しい制度を導入したから大丈夫、そこで止まってしまう企業の人事部が多
いのが現実です。新たな制度を導入して、果たして、女性従業員が働きやすくなって勤続年数が長
くなり、生産性向上といった効果は表れているのだろうか、効果が表れていなければ何が原因な
のか、そこまで明らかにしている企業は少ないのではないでしょうか。秘匿性が高いことを理由
に、日本企業の人事ならびに業績、成果指標に関するデータが公にされることが少ない中、データ
を入手して、統計ならびに計量分析の手法を用いて、日本の内部労働市場の実態を解明するとと
もにPDCAサイクルのC（Check：評価）の部分を明らかにしています。今後は、A（Act：改善のため
の行動）のための提案にも注力したいと考えています。

人事データを用いた人事制度の効果と内部労働市場
の機能の解明
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⚫連　絡　先

働き方改革を進め、生産性を向上させるには、蓄積された人事データを活
用してPDCAサイクルを回すことも必要です。

うえ はら かつ ひと うつみ さ わ こ

世界遺産、景観変容、観光地化、建築計画、都市計画、
ベトナム、東南アジアの住居

　1994 年から 30 年以上にわたり継続して、ベトナムの世界遺産・古都ホイアンにおいて定点観察
による調査を行い、そこから得たデータにより、現地の観光地化や町並みおよび居住空間の観光地
化に伴う変容などの研究を行っています。この他に、同じベトナムではハノイ旧市街を対象とした
町の観光地化に関する研究も行っており、ホイアンやハノイの都市や建築、観光に関する著書や研
究があります。
　国内では、新規にプロ野球の本拠地球場ができた際の、周辺地域の変容に関する研究にも取り組
み始めました。
　専門が建築計画であることから、東南アジアの住居に関する研究や海外に住む日本人の居住文化
に関する研究も行うなど、「観光」を軸としつつ、そこに「まち」、「建築」、「人」といった切り口を
加えた研究を行っています。
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